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あ る ６月 の 上旬、４５ 歳 男 性 の 緑川 さ ん は３ 周 前 が ら 咽頭 の 痛 み、 鼻
閉 感 が あ り、 会 杜 近く の 診 療 所 を受 診 しま した。 風 邪 と 診 断 さ れ、 セ








次第 に緑州 さん１こは頭痛と 吐き気も出てき漢 し危。 前固の診療所を
再度受診 したところ血液検査、 鼻咽頭の培養検査を施行され、 別の抗
生 物 質 ・ ク ラ リス ロ マイ シ ン を処 方 さ れ ま し だ。 しか し緑川 さ ん の症
状 は 良 く 荏 り ま 造 ん。 緑川 さ ん は 診 療 蘭 こ電 話 を しま した。
医 師：ｒ前 回の 血 液 検 査 で 白 血 球 数 が 工９０００ 似 と 高く・ 炎 症 のア 』カ
ー、 ＣＲＰ も ２４．Ｏ鰍 幽１と 高 値 で す臼 紹 介 状 を お 書き し婁 す。」
紹 介 状 を も らい、大 学 病 院 受 診 の 予約 を 取 ろ うと して い た ら、突 然、
痙撃発 作が 起きま した。 家族 が救急車を呼び、 近くの救急病院に運び
込まれました。緑州さんは３年前に特発性血小板減少性紫斑 痢こなり、










救急病院に着いた時、 緑川 さんの痙撃ばおさまってい裏した。 救命
救 急 科 の 当 直 医 が 診 察 した と こ ろ、 脈抽 １３０／分、 血圧 １２０／８０㎜㎞Ｈｇ、






頭 部 ＣＴ では異常 は認 められませんでした。 当直医ほ腰椎穿勅を施
行 しま した。 髄 液 は 混 濁 して お り、 グ ラム 染 色 で 写真 の よう な 菌 淋 認
め ら れま した。 併 世 て 血 液 培 養 も 行 わ れ、 セ フ ォ タ キ シム １ｇＸ２ （ｉｖ
ｑ１２ｈ）が緑川 さんに投 与さ れま した。当直医がそのまま受け持ち医（主









緑川 さ んの 熱 は下 が り ま 世 ん。 主治 医 は 感 染 症 科１こヨ ン サ ル テー シ
ョ ンを行 いま した。 髄 液 と 血 液 か ら血 清 型 ２３亙 の肺 炎 球菌 が 検 出 さ れ
ま した。 主治医は最小発育阻止濃度 （Ｍ玉Ｃ） の結果がら抗生物質をパ
ζ ペ ネ ム 玉ｇＸ４ （ｉｖｑ６ｈ） １こ変 更す る よ う 指 示 さ れ漢 した。 その 後、
解 熱 し、 炎 症 所 見も 正 常 化 しま した。
学生さんは主治医恒なりかわって、 緑川さんに検出された肺炎球菌
に つ い て の 説 明と 質 間 への 回 答 を してく ださ い。
主 治 医 １
緑州 さ ん … な 晋そ ん な抗 生 物 質 の 効 がな い 葛 淋 増 え た の で すカ・。












抗 カ が 落 ち て い ま す。 今 後、 肺 炎 球菌 恒 感 染 しな い よ う ワク チ ン を 打




ク チ ンが 必 須 で す。
緑州 さ んは主治 医の説明 に納得 して肺炎球菌ワクチン接種を受けま
した、 緑 州 さ ん はそ の後 肺 炎 球 菌 感 染 症１こか 淡 る こと な く、 今 も 元 気
恒仕事を続 けて いま す。 ま た、 診療所に風邪症状でがかって抗生物質
を 処 方 さ れ る と、 必 ず 医 師 に説 明 を 求 め る よ う ほ なり ま した。
〔抽 出を期 待する事項］
肺炎球菌感染症の予防
肺 炎 球菌 ワク チ ンの 種 類、 適 応、 血清 型 と の 関係
ワ ク チ ン の 間題 点、 副 作用
イ ン フ ォ ー ム ド・ コ ン セ ン ト
